
令和５年度 都立科学技術高校における教科指導の重点 

教科 重点課題 取組 発展的取組 

数学 数学における基本的な原理・法則を

体系的に理解するために基礎事項の

確実な定着を図る。数学を活用して

事象を論理的に考察してそれらを表

現する力を育成する。 

∙ 基本的な計算力の定着を図るための、単元毎の小テス

トや小問集合練習の実施。 

∙ 小テスト、定期考査、模試の解き直しおよび振り返り

を通して、問題解決の過程を深める。 

∙ 長期休業中や土曜日に講習を設定し、論理的に考察

する活動を重視した応用問題を取り扱い思考力・表

現力の向上を目指す。 

∙ 模試結果を分析し、重点項目について生徒へフィー

ドバックを行う。 

理科 主体的学習活動を通して、基礎学力

の向上を図りつつ、自ら課題を発見

し、探究する能力を実験等を通じて

養う。 

∙ 様々な場面でのグループワークを通じて論理的思考を

養う。 

∙ 効率的な課題配信や小テストを通して、基礎学力の確

認及び向上を図る。 

∙ 長期休業中のワークショップを実施。 

∙ 課外活動を通して、各種発表会に参加。 

∙ 長期休業中の講習を実施し、学力の向上を目指す。 

英語 「話すこと」「書くこと」」の指導

の充実 

∙ 英語科会において、昨年度の模試の結果及び実用英語

技能検定の分析を実施し、英語科としての目標を提示 

∙ １・２年は英語コミュニケーションで年に最低 3回、

３年はコミュニケーション英語において、年に 4回パ

フォーマンステストを実施 

∙ 土曜日英語講習において、Writing指導の実施 

∙ 1・2年は論理表現、3年は英語表現において、Writing

テスト(プロジェクト課題)を実施 

∙ 英語検定講習の充実 

∙ インディアインターナショナルスクール in Japan

との交流 

∙ セントメアリーズスクールと台湾(麗山高級中学・本

柵高級工業職業学校・松山高級工農職業学校）との

オンラインプログラム 

科学

技術 

工業の見方・考え方を働かせ、実践

的・体験的な学習活動を行い、地域

や社会の健全で持続的な発展を担う

科学者・技術者として必要な資質・

能力を育成することを目指す。 

∙ １年では工業技術基礎・SS科学技術探究・工業情報数

理において主体的・対話的で深い学びを実現し、科学

的な見方や考え方を深めるとともに、工学に対する興

味・関心を引き出し、学年末に探究発表会を実施す

る。 

∙ ２年では SS科学技術理論Ⅰ・SS科学技術実習・SS課

題研究、３年では SS科学技術理論Ⅱ・SS卒業研究にお

いて実験・実習に対応した問題解決能力を育て、２学

年では課題研究中間発表（ポスター発表）、３学年で

は卒業研究発表（プレゼン発表）を実施する。 

∙ 高大連携プログラムの充実 

∙ 大学入試の総合型選抜や学校推薦型選抜公募制にお

いて研究等の学習活動の中で、科学的な根拠に基づ

く論理的に発表・質疑応答に対応できるキャリア教

育の充実 

∙ セントメアリーズスクールと台湾(麗山高級中学・本

柵高級工業職業学校・松山高級工農職業学校）との

オンラインプログラム 


